
筑
波
庵
翠
兄
の
俳
諧
活
動 

 

翠
兄
年
譜 

宝
暦
四
年
（一
七
五
四
）  

 
 

一
歳 

○
常
陸
龍
ケ
崎
上
町
に
生
ま
れ
る
。
本
名
杉
野
以
貞
、
通
称

治
兵
衛
。
杉
野
家
は
伊
勢
屋
の
屋
号
で
油
商
を
営
む
豪
商

だ
っ
た
。 

天
明
元
年
（一
七
八
一
） 

二
十
八
歳 

○
四
月
二
十
五
日 

江
戸
の
蓼
太
と
魚
文
が
翠
兄
宅
（
杉
野

氏
の
許
）
に
宿
泊
。
二
十
七
日
に
は
蓼
太
、
魚
文
、
翠
兄

の
三
客
が
龍
ヶ
崎
の
太
如
亭
に
行
き
、
二
十
八
、
二
十
九

日
は
銀
雨
亭(

太
如
の
別
邸
か)

で
探
題
句
会
を
催
す
。 

○
五
月
一
日 

龍
ヶ
崎
の
太
如
と
と
も
に
蓼
太
、
魚
文
を
連

れ
て
筑
波
山
に
向
か
う
。
途
中
源
三
位
頼
政
墓
、
奈
戸
岡

三
本
松
、
女
化
原
を
通
過
し
て
土
浦
の
城
下
に
宿
泊
す
る
。 

○
五
月
二
日 

師
付
の
田
井
（
か
す
み
が
う
ら
市
志
筑
）
を

通
過
し
て
筑
波
山
下
の
稲
見
伝
兵
衛
宅
に
宿
る
。 

○
五
月
三
日 

先
達
の
男
を
雇
っ
て
筑
波
山
に
登
る
。
下
山

後
稲
見
亭
か
ら
龍
ヶ
崎
の
銀
雨
亭
に
戻
り
、
蓼
太
、
翠
兄
、

魚
文
、
太
如
四
吟
歌
仙
の
続
き
を
付
け
る
（『
筑
波
紀
行
』

蓼
太
、
翠
兄
編
）。 

天
明
二
年
（一
七
八
二
） 

二
十
九
歳 

○
十
月
十
三
日
（
嵐
雪
の
忌
日
）、
筑
波
山
一
の
鳥
居
付
近
に

嵐
雪
句
碑
「
雪
ハ
ま
う
さ
ず
ま
ず
む
ら
さ
き
の
つ
く
ば
山
」

を
建
立
す
る
（
「
営
立
る
も
の
は
杉
野
氏
翠
兄
、
是
を
し
る

す
も
の
は
雪
中
庵
蓼
太
」
「
常
陽
龍
箇
崎
杉
野
翠
兄
建
」
）
。 

天
明
五
年
（一
七
八
五
） 

三
十
二
歳 

○
三
月 

蓼
太
、
雪
万
を
迎
え
、
道
仙
田
か
ら
小
貝
川
に
舟

を
浮
か
べ
、
砂
波
（
す
な
つ
ば
）
に
上
が
っ
て
桃
の
花
見

を
す
る
（
『
桃
一
見
』
筑
波
庵
翠
兄
序
）
。
こ
の
頃
筑
波
庵

が
完
成
し
た
。 

天
明
七
年
（一
七
八
七
） 

三
十
四
歳 

○
九
月
七
日 

師
蓼
太
が
江
戸
で
没
す
る
。
深
川
で
没
し
た

蓼
太
の
も
と
へ
翠
兄
は
す
ぐ
に
赴
い
た
（
蓼
太
追
善
集
『
ふ

じ
ご
ろ
も
』
天
明
七
年 

完
来
編
「
蓼
太
居
士
終
焉
記
」）
。 

寛
政
元
年
（一
七
八
九
） 

三
十
六
歳 

○
こ
の
頃
の
冬
、
巒
寥
松
が
翠
兄
の
筑
波
庵
を
訪
れ
る
（『
ひ

た
ち
紀
行
』
寥
松
著
『
え
ど
わ
う
ら
い
』
丁
知
編
） 

寛
政
三
年
（一
七
九
一
） 

三
十
八
歳 

○
春
、
夏 

豊
前
の
龍
歩
、
翠
兄
、
一
茶
（
二
十
九
歳
）
三

吟
歌
仙
一
巻
と
、
翠
兄
、
一
茶
両
吟
歌
仙
三
巻
を
巻
く
（『
連

句
稿
』
一
茶
著
）。 

寛
政
十
二
年
（一
八
〇
〇
）四
十
七
歳 

○
春 

宗
匠
（
俳
諧
指
導
者
）
と
し
て
立
机
し
、
家
業
（
油

商
）
は
こ
の
頃
に
は
隠
居
し
て
い
た
。
翠
兄
編
春
興
帖
『
三

節
集
』
に
は
、「
珥
比
磨
利
隠
士
筑
波
庵
主
玄
峯
翠
兄
」
と

名
乗
っ
て
い
る
。
同
書
は
常
陸
南
部
、
下
総
、
上
毛
藤
岡

連
等
の
人
々
の
作
品
を
収
録
し
て
い
る
。 

 

２
０
１
９
年
２
月
２
４
日 

於
龍
ヶ
崎
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
磐
大
学 

助
教 

二
村 

博 

  

享
和
元
年
（一
八
〇
一
） 

四
十
八
歳 

○
一
～
十
月 

『
筑
波
庵
評
月
次
三
題
句
合
』
を
発
行
。
催

主
は
桂
文
。
毎
月
三
題
を
出
題
し
、
高
点
書
抜
き
の
丁
摺

半
紙
各
二
丁
を
発
行
。
各
作
者
の
三
句
の
合
計
点
の
順
に

天
地
人
各
一
組
を
巻
頭
に
、「
五
点
之
部
」「
丸
五
点
之
部
」、

最
後
に
「
巻
中
秀
逸
異
玖
」
と
筑
波
庵
（
翠
兄
）
の
当
季

吟
で
締
め
く
く
る
。
六
月
発
行
の
月
並
に
取
手
の
沢
吐
嵐

（
近
嶺
）
が
入
集
す
る
。 

〇
七
月
六
日 

若
芝
町
の
風
篁
庵
乱
竿
没
。
乱
竿
句
碑
の
碑

陰
に
翠
兄
が
銘
文
を
刻
む
（
星
宮
神
社
乱
竿
句
碑
） 

享
和
二
年
（一
八
〇
二
） 

四
十
九
歳 

○
翠
兄
編
『
む
ら
さ
き
く
さ
』
に
、
布
川
の
古
田
月
船
の
二

句
が
入
集
す
る
。 

文
化
二
年
（一
八
〇
五
） 

五
十
二
歳 

○
十
一
月
十
八
日 

こ
の
頃
か
ら
翠
兄
は
雪
中
庵
派
を
離
れ
、

成
美
、
道
彦
、
巣
兆
ら
、
江
戸
著
名
俳
人
と
の
親
交
を
深

め
る
（
双
樹
宛
書
簡
）。 

文
化
三
年
（一
八
〇
六
） 

五
十
三
歳 

○
正
月 

野
田
長
命
寺
の
大
師
堂
に
俳
額
を
奉
納
す
る
。
主

催
は
帯
雨
、
撰
者
は
翠
兄
。 

○
二
月
二
十
二
日 

翠
兄
の
母
没
。
法
名
は
観
寿
軒
安
窓
妙

喜
比
丘
尼
。 

○
四
月
十
三
日
、
一
茶
が
布
川
に
寄
っ
た
際
、
「
翠
兄
母
悼 

今
か
ら
は
桜
一
人
よ
窓
の
前
」
の
追
悼
句
を
詠
む
（
文
化

句
帖
）
。
訃
報
は
月
船
か
ら
聞
い
た
か
。
月
船
は
「
伊
勢
屋
」

と
号
す
る
廻
船
問
屋
、
宿
屋
を
営
ん
だ
よ
う
で
、
杉
野
家

と
の
縁
が
深
か
っ
た
か
。 

○
四
月 

『
筑
波
庵
評
四
季
乱
題
』
発
行
。 

文
化
七
年
（一
八
一
〇
） 

五
十
七
歳 

○
こ
の
頃
『
異
玖
集
』（
文
化
七
年
頃 

能
阿
編
）
が
刊
行

さ
れ
る
。
筑
波
庵
の
庵
裡
と
し
て
五
年
（
文
化
三
年
～

七
年
）
以
上
雇
わ
れ
た
能
阿
の
編
で
、
翠
兄
か
ら
「
異

玖
」
の
高
点
を
得
た
句
を
収
録
。 

文
化
十
年
（一
八
一
三
）  

六
十
歳 

○
春 

道
彦
、
成
美
と
隅
田
川
で
百
韻
連
句
を
催
し
て
い
た

際
、
自
ら
剃
刀
し
て
道
隣
と
改
号
す
る
（
墓
碑
）。 

○
九
月
七
日 

師
蓼
太
の
二
十
七
回
忌
に
蓼
太
句
碑
「
た
ま

し
ひ
の
い
れ
も
の
ひ
と
ツ
種
ふ
く
べ 

雪
中
庵
蓼
太
」
を

建
立
す
る
（
医
王
院
）。 

○
十
月
二
十
七
日 

病
没
。 

文
化
十
二
年
（一
八
一
五
） 

○
十
月
二
十
六
日 

一
茶
が
布
川
に
入
り
近
嶺
と
会
う
。
近

嶺
は
翌
二
十
七
日
に
帰
る
（『
七
番
日
記
』）
。
こ
の
日
は
翠

兄
の
三
回
忌
に
あ
た
る
の
で
、
月
船
、
一
茶
、
近
嶺
の
三

人
で
翠
兄
追
善
句
会
を
催
し
た
か
（『
関
東
俳
壇
史
叢
稿
』）。 

 



俳
諧
の
師 

〇
大
島
蓼
太
（
一
七
一
八
～
一
七
八
七
） 

雪
中
庵
二
世
桜
井
吏
登
に
入
門
。
門
人
三
千
人
と
も
い

わ
れ
る
一
大
勢
力
を
築
く
。
俳
風
は
芭
蕉
晩
年
の
炭
俵
調

（か
る
み
）を
基
調
と
す
る
。 

〈雪
中
庵
派
（雪
門
）〉 

 

嵐
雪-

吏
登
（二
世
）-
蓼
太
（三
世
）-

完
来
（四
世
） 

（
玄
峰
） 

翠
兄
は
初
号
梅
雲
、
別
号
筑
波
庵
、
玄
峰
、
薙
髪
号
道
隣
。 

 

【資
料
１
】『俳
家
奇
人
談
』文
化
十
三
年 
竹
内
玄
玄
一
箸 

 

そ
の
妻
唐
猫
を
愛
す
る
事
法
に
過
ぎ
た
り
。
雪
（
嵐
雪
）

諌
め
て
、「
そ
れ
獣
を
愛
す
る
に
も
程
あ
る
べ
し
。
人
間
に

増
り
た
る
敷
物
、
器
物
、
い
む
べ
き
日
（
物
忌
み
の
日
）

に
も
生
肴
を
食
す
る
な
ど
宜
し
か
ら
ず
。」
と
い
へ
ど
、
忍

び
て
も
こ
れ
を
改
め
ざ
り
け
り
。
あ
る
日
妻
の
他
行
を
幸

ひ
、
ひ
そ
か
に
猫
を
遠
方
へ
遣
は
し
け
る
。
日
暮
に
帰
り

来
り
て
問
ふ
、
雪
そ
の
行
方
を
知
ら
ず
と
答
ふ
。
妻
泣
き

叫
び
て
恋
慕
ふ
こ
と
切
な
り
。 

 
 

猫
の
妻
い
か
な
る
君
の
奪
ひ
行
く 

（
烈
女
） 

と
か
こ
ち
（
嘆
き
）
つ
つ
心
地
悪
し
く
は
な
り
ぬ
。
隣
女

ひ
そ
か
に
そ
の
詐
（
い
つ
わ
）
り
を
告
げ
て
、
猫
の
行
先

を
語
る
。妻
大
い
に
恨
み
て
夫
婦
し
ば
し
ば
い
ど
み
争
ふ
。

門
人
打
寄
り
詫
び
さ
せ
て
雪
の
心
を
和
げ
た
り
と
か
や
。

「
睦
月
は
じ
め
の
夫
婦
い
さ
か
ひ
を
人
々
に
笑
は
れ
て
」

と
端
書
し
て
、 

 
 

悦
ぶ
を
見
よ
や
初
音
の
玉
は
ゝ
き 

（
嵐
雪
） 

 
 
 
 
 
 

と
は
こ
の
と
き
の
事
に
ぞ
あ
り
け
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
「
玉
は

きゝ
」は
玉
の
飾
り
を
つ
け
た
箒
。
正
月
初
子
の
日
に

蚕
室
に
蚕
室
を
掃
く
の
に
用
い
た
。
括
弧
は
私
注
。 

 

【資
料
２
】『蓼
太
句
集
』三
編 

寛
政
五
年
刊 

筑
波
庵 

帆
か
鷲
か
坂
東
太
郎
か
す
む
日
は 

（
蓼
太
） 

 
 

翠
兄
亭
（
上
町
） 

雛
桶
の
古
き
契
り
や
も
ゝ
柳 

 
 

（
蓼
太
） 

 
 

道
仙
田
一
見 

龍
ヶ
崎
の
桃
見
也
（
天
明
五
年
）。 

呼
接
遠
里
い
く
つ
桃
明
り 

 
 
 

（
蓼
太
） 

 
 

筑
波
庵 

露
霜
を
か
ね
て
ぞ
庵
は
筑
波
葺 
 

（
蓼
太
） 

 

知
人
・
友
人 

○
巒
寥
松
（
一
七
六
〇
～
一
八
三
二
） 

 

江
戸
の
人
。
別
号
八
朶
園
、
米
隣
翁
、
氷
黒
井
、
氷
黒
庵
、

太
年
廬
、
鉢
華
居
士
。
大
島
蓼
太
門
。
近
世
後
期
の
江
戸
俳

壇
に
お
け
る
重
鎮
で
、
吉
原
大
文
字
屋
の
妓
ひ
と
も
と
を
身

請
け
し
て
妻
と
し
た
。 

 

【資
料
３
】『え
ど
わ
う
ら
い
』文
政
七
年 

丁
知
編 

取
手
の
渉
し
あ
な
た
に
は
し
る
人
両
三
家
あ
る
を
と
ぶ

ら
ふ
べ
き
に
、
亦
か
き
く
ら
す
雲
の
今
も
降
べ
く
見
ゆ
れ

ば
心
い
そ
が
れ
て
、
午
の
貝
（
正
午
を
知
ら
せ
る
法
螺
貝
）

過
ざ
る
に
、
は
や
く
も
龍
が
さ
き
に
つ
き
ぬ
。
近
き
年
造

り
建
け
る
筑
波
庵
、
さ
こ
そ
あ
た
ら
し
く
磷
（
き
ら
）
や

か
に
し
て
月
も
時
雨
も
漏
こ
ぬ
や
。
う
ら
み
な
る
べ
き
な

ど
か
ね
て
思
ひ
を
り
し
が
、
あ
る
じ
は
中
〳
〵
富
を
お
も

て
に
せ
ざ
る
の
操
あ
れ
ば
、
庭
の
木
ど
も
よ
り
垣
根
折
戸

の
姿
ま
で
も
ほ
ど
よ
く
寂
あ
り
。
見
る
か
ら
に
ひ
と
際
の

心
ま
さ
り
せ
ら
れ
て
、 

 
 

聞
し
よ
り
此
冬
が
れ
や
筑
波
ぶ
き 

 

（
寥
松
） 

 
 
 

落
葉
の
中
に
お
も
ひ
入
る
友 

 
 
 

翠
兄 

「
さ
は
ら
ざ
り
け
り
」
と
い
ふ
哥
の
言
葉
（筑
波
山
は
山
繁

山
し
げ
け
れ
ど
思
ひ
入
る
に
は
さ
は
ら
ざ
り
け
り 

源
重
之

『新
古
今
集
』恋
一
１
０
１
３
）を
と
り
た
る
腋
（
わ
き
）
に

て
い
と
興
あ
り
。
か
く
て
十
日
あ
ま
り
も
遊
び
を
る
に
、

あ
る
夜
雑
談
の
は
し
に
廻
文
の
句
の
事
い
か
に
と
い
ふ
若

う
ど
あ
り
。
さ
れ
ば
と
て
題
を
霜
と
出
し
し
が
、
夜
既
に

三
更
な
ら
む
と
に
た
れ
も
〳
〵
吟
な
く
て
や
み
ぬ
。
あ
く

れ
ば
長
竿
村
の
か
た
へ
か
へ
る
人
の
有
と
き
く
に
、
よ
き

道
づ
れ
な
れ
ば
い
と
ま
を
乞
ふ
。
旦
々
は
若
芝
へ
お
も
む

く
と
て
是
も
行
李
を
と
り
つ
く
ろ
ふ
に
、
餘
波
を
つ
け
て

来
合
せ
た
り
し
連
衆
馬
ひ
か
せ
む
な
ど
い
ふ
を
い
な
み

と
ゞ
め
る
う
ち
も
、
さ
き
の
回
文
い
は
で
や
み
し
が
心
の

こ
り
な
れ
ば
、
漫
興
に
ま
う
し
出
せ
る
廻
文
の
句
、 

 

蔦
踏
（
ふ
ま
）
む
野
も
し
る
霜
の
馬
（
む
ま
）
ふ
た
つ 

 

※
『
え
ど
わ
う
ら
い
』は
、
押
砂
（稲
敷
）出
身
の
高
梨
丁
知
に

よ
る
父
常
俊
の
追
善
集
だ
が
、
常
俊
が
生
前
書
写
し
た
寥
松

の
常
総
紀
行
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
同
書
の
序
文
に
は
、
「
寛

政
の
は
じ
め
八
朶
殿
（
寥
松
）
の
常
総
に
遊
歴
あ
り
し
と
き
、

や
た
て
書
な
る
も
の
と
お
も
ハ
る
。
」
（
文
政
七
年
冬
松
斎
丁

知
序
）
と
あ
り
、
寥
松
は
寛
政
元
年
頃
に
筑
波
庵
に
来
た
よ

う
で
あ
る
。
紀
行
文
の
内
容
は
『
ひ
た
ち
紀
行
』
（
寛
政
初
年

頃 

寥
松
著 

東
大
洒
竹
文
庫
）と
同
一
で
あ
る
。 

 

※
『八
朶
園
句
纂
』白
梅
社
中
編 

天
保
二
年
刊 

 
 

 
 

廻
文
ふ
た
つ
。 

 
 
 

翠
兄
亭
に
日
を
経
ぬ
る
が
、け
ふ
は
暇
告
て
、旦
々

は
若
芝
へ
と
い
ひ
、
己
は
長
竿
の
か
た
へ
と
て
共
に

た
ち
出
る
に
、
そ
こ
に
在
け
る
人
の
望
め
る
に
ま
か

せ
て
書
出
せ
る
即
事
、
是
は
昨
夜
の
余
興
也
。 

蔦
踏
ん
野
も
し
る
霜
の
馬
ふ
た
つ 

 

（
蓼
松
） 

 
 
 

お
な
じ
頃
、郡
の
田
龍
窟
に
し
ば
ら
く
在
け
る
が
、

佐
原
の
何
が
し
に
迎
へ
ら
れ
て
行
け
る
が
、
ま
た
廻

文
の
句
せ
よ
と
せ
め
ら
れ
て
、 

梅
十
日
後
見
る
道
の
香
を
と
め
む 

 

（
蓼
松
） 

  



○
小
林
一
茶
（
一
七
六
三
～
一
八
二
七
） 

豊
前
の
龍
歩
、
翠
兄
、
一
茶
の
三
吟
歌
仙
、
翠
兄
と
一
茶

の
両
吟
歌
仙
三
巻
が
巻
か
れ
た
の
は
寛
政
三
年
（
一
七
九

一
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
三
月
二

日
、
一
茶
は
翠
兄
に
手
紙
を
出
す
（
『
急
逓
記
』
）
。
文
化
三

年
（
一
八
〇
六
）
四
月
十
三
日
、
一
茶
が
翠
兄
の
母
の
追
悼

句
を
詠
む
（
『文
化
句
帖
』）
。
文
化
十
年
（一
八
一
三
）
三
月

一
日
、
柏
原
に
帰
郷
し
た
一
茶
に
翠
兄
（道
隣
）か
ら
の
手
紙

が
届
く
（
『志
多
良
』
）
。
一
茶
が
親
し
か
った
布
川
の
古
田
船

と
取
手
の
沢
近
嶺
は
、
ど
ち
ら
も
翠
兄
の
門
下
生
で
あ
る
。 

 

【資
料
４
】『連
句
稿
』一
茶 

寛
政
三
年
（推
定
） 

時
鳥
待
や
夕
べ
の
夜
一
寸 

 
 
 
 

豊
前
雲
水 

龍
歩 

 

ぼ
た
ん
も
ち
り
ぬ
雨
の
此
ご
ろ 

常
陸
竜
ケ
崎 

翠
兄 

都
人
さ
す
が
金
（
の
）
鯉
買
ふ
て 

 
 
 
 
 
 

一
茶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
下
略
） 

ぬ
（
寝
）
る
蝶
の
白
き
は
物
に
安
げ
也 

 
 
 
 

翠
兄 

 

日
永
に
見
ゆ
る
芝
の
捨
鍬 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
茶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
下
略
） 

 
 

其
二 

雛
鳥
（
の
）
花
び
ら
あ
さ
る
春
日
哉 

 
 
 
 
 

翠
兄 

 

こ
ゝ
も
長
閑
き
垣
の
枳
殻 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
茶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
下
略
） 

 
 

其
三 

見
え
さ
う
に
し
て
見
へ
ぬ
也
時
鳥 

 
 
 
 
 
 

翠
兄 

 

煙
る
が
如
く
皃
に
入
梅
雨 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
茶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
下
略
） 

 

○
秋
元
双
樹
（
一
七
五
七
～
一
八
一
二
） 

下
総
流
山
（
千
葉
県
流
山
市
）
の
人
。
本
名
は
秋
元
三
左

衛
門
。
家
は
味
醂
、
酒
、
醤
油
、
味
噌
の
醸
造
元
。
俳
諧
は
今

泉
恒
丸
門
。
一
茶
の
庇
護
者
と
し
て
知
ら
れ
、
享
和
三
年

（
一
八
〇
三
）
以
降
、
一
茶
は
流
山
に
百
三
十
六
泊
ほ
ど
し

た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
双
樹
宅
で
あ
った
。
双
樹
は
文
化
元

年
（一
八
〇
四
）十
月
、
一
茶
の
引
越
祝
い
に
家
財
道
具
を
贈

り
、
江
戸
の
一
茶
宅
に
宿
泊
し
た
こ
と
も
あ
る
。
巣
兆
、
翠

兄
ら
と
親
し
か
った
。 

 

【資
料
５
】双
樹
宛
翠
兄
書
簡
① 

文
化
二
年
十
一
月
十
八
日
（推
定
） 

如
来
命
発
寒
之
節
愈
御
清
栄
可
被
成
御
凌
奉
寿
候
。
私
義

無
異
罷
在
候
。
乍
憚
御
安
慮
可
被
下
候
。
然
ば
巣
兆
叟
貴

家
迄
被
参
候
由
草
庵
御
尋
可
被
下
候
よ
し
。
然
処
貴
子
御

差
合
御
残
多
御
坐
候
。
秋
中
高
梨
氏
被
参
候
節
も
御
待
申

候
。
其
折
も
差
支
致
、
扨
々
御
残
多
御
噂
の
ミ
申
暮
候
。

巣
兆
ぬ
し
扇
面
被
贈
下
忝
奉
存
候
。
御
画
別
而
見
事
之
こ

と
御
坐
候
。
且
帯
雨
方
へ
御
紙
面
被
下
候
處
、
此
節
野
田

へ
被
参
候
。
大
方
今
（
日
）
明
日
之
内
可
帰
候
間
、
帰
次

第
御
状
可
遣
候
。
奉
納
貴
句
相
催
候
由
御
噂
御
坐
候
。
得

貴
句
感
吟
不
少
候
。
中
に
も
茎
菜
に
落
葉
か
け
合
甘
心
仕

候
。
御
風
聴
恐
入
候
事
ニ
御
坐
候
。
扨
野
生
も
近
比
は
無

事
繁
多
之
上
俳
諧
殊
之
外
流
行
い
た
し
草
庵
へ
も
随
身
五

六
輩
ヅ
ゝ
不
絶
有
之
（
能
阿
、
竹
里
、
文
義
、
蜂
子
、
月
兎
、

桂
文
）
点
取
お
も
ら
し
参
候
而
昼
夜
無
寸
暇
中

く
心
心

の
俳
諧
た
の
し
ミ
候
事
も
相
成
か
ね
候
。
い
づ
れ
工
夫
致

し
ち
と
閑
を
得
候
様
ニ
心
が
け
居
候
迚
茂
、
遂
隠
者
之
内

と
寛

く
御
風
交
も
相
成
間
敷
候
。
御
庵
よ
り
乍
憚
巣
兆

宗
へ
も
其
段
宜
御
伝
声
可
被
下
候
。
雪
門
之
方
は
相
断
退

坐
致
し
候
へ
ど
も
、
い
ま
だ
此
辺
日

く
客
差
つ
ど
ひ
心

の
ど
か
な
ら
ず
候
。
ち
と
俳
諧
の
閑
を
得
候
や
う
に
心
が

け
居
候
。
摺
も
の
一
葉
御
目
ニ
か
け
候
。
角
力
番
附
是
又

入
貴
覧
候
。
右
摺
も
の
ハ
不
残
ニ
い
た
し
冬
角
力
御
加
入

可
被
成
候
。筆
帋
申
尽
し
が
た
く
早
々
及
貴
答
候
。頓
首
。 

 

霜
月
十
八
日 

 
 
 

翠
兄 

双
樹
様 

几
右 

 
 

秋
冬 

 
 

三
保
浦
富
士
讃 

新
酒
船
う
ま
ミ
の
つ
く
ハ
こ
ゝ
ら
か
な 

行
秋
や
朝
は
し
り
す
る
里
の
犬 

山
伏
が
足
駄
の
（
以
下
欠
損
） 

 

千
住
の
建
部
巣
兆
が
流
山
の
双
樹
宅
に
訪
れ
、
双
樹
か
ら

巣
兆
の
扇
面
が
翠
兄
に
贈
ら
れ
て
い
る
。
帯
雨
は
野
田
の
旧

家
高
梨
家
二
十
四
代
兵
左
衛
門
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

『
筑
波
庵
評
四
季
乱
題
』
（
文
化
三
年
四
月 
翠
兄
編
）
に

「
勢
州
津
」
、
『
異
玖
集
』
（
文
化
七
年
頃 

翠
兄
編
）
に
「
伊

勢
」
の
人
と
し
て
入
集
す
る
。
本
書
簡
に
よ
れ
ば
、
高
梨
氏
と

帯
雨
は
別
人
で
、
当
時
龍
ヶ
崎
に
い
た
帯
雨
が
太
子
堂
に
俳

額
を
奉
納
【
資
料
６
】
す
る
た
め
に
野
田
に
一
時
滞
在
し
た

よ
う
で
あ
る
。
翠
兄
は
俳
諧
点
者
と
し
て
の
繁
忙
を
嘆
き
、

巣
兆
、
双
樹
を
「心
の
俳
諧
」を
共
有
で
き
る
仲
間
と
考
え
て

い
た
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
五
）
以
降
、
翠
兄
と
雪
門
と
の
交

渉
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
【
資
料
６
】
野
田
太
子
堂

奉
納
俳
額
と
の
関
連
か
ら
、
本
書
簡
は
文
化
二
年
十
一
月

十
八
日
の
執
筆
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

【資
料
６
】太
子
堂
奉
納
俳
額 

文
化
三
年 

翠
兄
撰 

奉
納 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

催
主 

帯
雨 

鶯
の
も
の
に
し
て
ゐ
る
小
家
か
な 

 
 
 

流
山 

双
樹 

冬
の
梅
よ
し
な
き
風
の
け
ふ
も
吹 

 
 
 

糠
田 

周
畴 

ふ
ゆ
の
梅
つ
れ
な
き
人
の
障
子
は
る 

 
 

青
梅 

貞
宇 

雨
二
日
過
て
秋
知
る
月
夜
か
な 

 
 
 

水
海
道 

公
木 

わ
か
葉
山
あ
め
と
も
な
ら
ず
雲
の
居
る 

 
 

仝 

鬼
雀 

よ
い
程
の
雨
の
あ
し
た
の
若
葉
か
な 

 
 
 

仝 

文
酔 



夏
の
月
し
ば
ら
く
風
の
見
ゆ
る
哉 

 
 
 

桐
作 

作
好 

い
た
ず
ら
に
咲
て
を
り
け
り
冬
（
の
）
梅 

取
手 

露
水 

ひ
と
ツ
ち
り
ひ
と
ツ
咲
け
り
ふ
ゆ
の
梅 

 

仝 

咄
（
吐
）

嵐 

 
 
 
 

（
中
略
） 

お
ち
つ
い
て
黄
鳥
啼
や
里
の
奥 

 
 
 
 

当
所 

帯
雨 

 
 
 

ゝ 

雨
た
も
ツ
露
に
し
ば
し
の
月
夜
か
な 

 
 

庵
裡 

文
義 

鳰
の
行
の
か
げ
や
月
も
る
峯
の
松 

 
 
 
 

仝 

竹
里 

後
（
の
）
月
お
も
へ
バ
秋
も
三
か
い
ち 

 

補
助 

能
阿 

 
 

応
久 

う
ぐ
ひ
す
や
ふ
た
ツ
に
な
つ
て
た
え
ず
啼 

筑
波
庵
翠
兄 

 
 

文
化
の
三
と
せ
と
い
ふ
歳
の
正
月 

※
野
田
市
上
花
輪
の
長
命
寺
太
子
堂
に
現
存
す
る
。
催
主

は
帯
雨
。
太
子
堂
の
再
建
（
文
化
二
年
）
を
記
念
し
て
奉
納

し
た
俳
額
。
翠
兄
撰
。
庵
裡
は
文
義
と
竹
里 

補
助
は
能
阿
。

高
さ
６
６
セ
ン
チ
、
幅
１
７
７
セ
ン
チ
板
の
天
地
に
金
砂
が
ち

り
ば
め
ら
れ
、
縁
木
の
四
隅
に
大
き
な
飾
り
金
具
を
備
え
、

一
般
の
俳
額
よ
り
も
豪
華
で
あ
る
。
野
田
市
文
化
財
。
（「杉

野
翠
兄
の
撰
句
額
」矢
羽
勝
幸
『二
松
俳
句
』刷
新
十
二
号
） 

 

俳
額
は
貴
重
な
文
化
財 

 

所
在
不
明
の
俳
額 

① 

天
王
奉
納
額
面
文
化
四
年
六
月 

翠
兄
撰 

 

催
主
は
能
阿
。
補
助
は
起
風
、
月
兎
、
蜂
子
。
龍
ヶ
崎
の

起
雲
、
木
端
、
玄
露
、
再
可
、
玉
泉
、
蘇
雲
、
可
久
、
五
石
、

五
百
丈
（
女
）
、
作
好
、
起
風
、
巴
山
、
月
兎
、
蜂
子
が
入

集
。
「
月
う
れ
し
一
日
蝉
に
な
か
れ
た
り 

筑
波
庵
翠

兄
」
。 

② 

筑
波
郡
久
賀
村
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）
の
観
音
寺
本

堂
の
掲
額
に
京
の
丈
左
、
大
坂
の
升
六
、
尾
張
の
士
朗
、

甲
斐
の
可
都
里
、
白
石
の
乙
二
、
江
戸
の
巣
兆
、
成
美
、

道
彦
ら
が
一
句
ず
つ
連
ね
て
奉
納
。
「
つ
く
〴
〵
と
昏

の
鐘
き
く
野
菊
か
な 

翠
兄
」
風
雨
に
色
あ
せ
た
墨

色
で
文
化
之
五
歳
之
年
之
七
月
十
日
に
奉
納
。

（『杉
野
翠
兄
』長
南
俊
雄
箸
Ｐ
７
８
に
記
述
あ
り
） 

 

【資
料
７
】双
樹
宛
翠
兄
書
簡
②
（六
月
十
四
日
） 

如
来
書
愈
御
鹿
狩
已
後
は
打
絶
御
無
章
申
上
候
。
愈
御
清

栄
罷
来
御
暮
奉
寿
候
。
野
生
無
異
罷
在
候
。
乍
憚
御
休
意

可
被
下
候
。
然
ば
宇
野
氏
御
地
へ
被
参
何
角
御
厚
情
御
世

話
被
下
候
由
何
分
可
然
御
心
添
可
被
下
候
。
且
御
風
流
被

遊
被
成
候
由
も
兼
々
及
承
御
同
意
御
床
敷
存
過
候
。
将
又

御
句
ど
も
逸
々
感
心
不
少
奉
存
候
。
扨
又
三
輪
山
の
臼
石

御
慮
被
下
忝
奉
存
候
。遠
来
之
奇
石
別
而
珍
敷
風
聴
仕
候
。

い
ツ
か
見
合
御
尋
可
申
上
候
。
二
郷
半
、
鹿
見
塚
な
ど
に

も
社
中
出
来
候
ま
ゝ
近
年
之
内
御
尋
可
申
上
候
。
御
連
中

様
御
取
立
置
可
被
成
候
。 

一
、
子
供
之
儀
被
仰
下
猶
又
宇
野
氏
よ
り
も
承
知
仕
候
。

句
自
前
ニ
而
も
此
間
は
追
々
子
供
参
申
上
い
づ
れ
手
配
人

ほ
ど
く
も
可
申
談
よ
り
隣
家
も
此
間
三
人
勢
刕
よ
り
罷
下

り
候
。
今
少
し
早
く
御
坐
候
へ
ば
宜
御
坐
候
。
い
づ
れ
取

合
セ
見
可
申
此
節
は
急
な
る
御
心
ニ
為
懸
早
々
及
貴
答
候
。

頓
首
。 

 
六
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

翠
兄 

双
樹
様 

几
礼 

明
る
夜
の
障
子
は
む
也
夏
の
虫 

 
 

各
文
房
の
具
を
題
に
わ
か
ち
て
硯
屏
に
あ
ツ 

虫
干
の
雛
に
仮
の
几
帳
か
な 

 
 

柵
堂
連
よ
り
鱸
魚
を
飛
せ
こ
せ
し
返
り
ご
と
の
は
し
に 

よ
し
土
用
取
る
ハ
左
慈
か
う
つ
ハ
も
の 

 

右
申
ち
ら
し
候
。
御
一
笑
可
被
下
候
。
以
上
。 

 

※
二
郷
半
‐現
埼
玉
県
三
郷
市
、
吉
川
市 

 

鹿
見
塚
‐現
埼
玉
県
吉
川
市 

二
郷
半
（埼
玉
県
三
郷
市
）鹿
見
塚
（現
埼
玉
県
吉
川
市
）

な
ど
に
も
社
中
を
拡
大
し
た
こ
と
を
双
樹
に
報
告
し
て
、
今

後
取
り
立
て
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。 

 

門
人 

○
古
田
月
船
（ 

？ 

～
一
八
三
七
） 

 

下
総
布
川
（
北
相
馬
郡
利
根
町
布
川
）
の
人
。
古
田
和
右

衛
門
。
別
号
五
水
庵
。
伊
勢
出
身
で
廻
船
問
屋
を
営
ん
だ
と

い
わ
れ
、
宿
屋
を
兼
ね
た
か
。
一
茶
を
厚
遇
し
、
記
録
に
よ

れ
ば
一
茶
は
２
８
９
泊
し
、
常
総
随
一
の
常
宿
に
し
て
い
た
。

文
化
三
年
、
一
茶
は
翠
兄
の
母
の
死
を
布
川
で
知
る
。 

○
沢
近
嶺
（
一
七
八
八
～
一
八
三
八
） 

下
総
取
手
の
国
学
者
。
通
称
与
兵
衛
。
月
の
舎
、
梧
桐
庵

と
号
す
。
は
じ
め
翠
兄
に
俳
諧
を
学
び
、
の
ち
、
村
田
春
海
に

和
歌
を
学
ぶ
。
国
学
で
は
高
田
与
清
、
清
水
浜
臣
と
と
も
に

三
傑
と
称
さ
れ
た
。 



【資
料
８
】『春
夢
獨
談
』近
嶺
著 

近
嶺
は
天
明
八
年
五
月
十
七
日
に
う
ま
れ
侍
り
て
、
わ

ら
は
に
侍
り
し
ほ
ど
の
事
は
き
こ
え
ま
つ
る
す
さ
び
も
侍

ら
ず
。
享
和
元
年
十
四
歳
に
な
り
け
る
年
、
俳
諧
の
狂
句

を
う
そ
ぶ
き
い
で
侍
り
て
、
そ
を
よ
ろ
づ
よ
り
を
か
し
く

お
ぼ
え
侍
り
て
、
龍
ヶ
崎
の
里
な
る
杉
野
翠
兄
大
人
に
と

ひ
ま
な
ぶ
ほ
ど
に
、
こ
の
大
人
ま
た
皇
国
の
い
に
し
へ
学

（
国
学
）
を
こ
の
ま
れ
け
れ
ば
、
手
に
を
は
假
字
づ
か
ひ

な
ど
は
、
こ
の
大
人
の
さ
と
し
に
よ
り
て
、
そ
の
心
を
得

は
べ
り
き
。（
中
略
） 

 

そ
の
か
み
お
の
れ
は
吐
嵐
と
い
ひ
し
頃
の
俳
諧
狂
句
の

集
二
巻
あ
り
け
る
が
、
こ
と
し
や
き
う
し
な
ひ
ぬ
。
こ
は

う
せ
て
め
で
た
き
な
り
。
お
の
が
若
き
頃
と
今
と
は
う
つ

り
か
は
れ
る
事
年
々
歳
々
の
流
行
な
れ
ば
、
今
お
も
へ
ば

い
た
く
お
く
れ
た
り
と
い
ふ
べ
し
。
さ
れ
ど
い
さ
ゝ
か

こ
ゝ
に
か
い
つ
く
。こ
は
翠
兄
翁
な
ら
び
に
尾
張
の
士
朗
、

信
濃
の
一
茶
、
江
戸
の
成
美
な
ど
に
見
せ
て
其
時
よ
し
と

う
べ
な
は
れ
し
の
み
な
り
。 

 
 

と
も
し
火
に
露
お
く
春
の
月
夜
か
な 

（
近
嶺
） 

 

○
田
中
蝶
道
（一
七
七
八
～
一
八
五
七
）‐龍
ヶ
崎
の
人
。 

 

道
察
良
忠
居
士
。
安
政
四
年
没
、
八
十
歳
。 

 ○
藍
澤
梅
塢
‐佐
沼
村
の
人
。
二
世
筑
波
庵
は
自
称
か
。 

 

大
統
寺
梅
塢
居
士
寿
碑
「
大
宰
府
の
神
影
を
爰
に
う
つ
し

奉
り
て 

植
か
え
た
梅
も
お
と
ら
ず
咲
に
け
り 

龍
嶺
梅

塢
」。 

○
郡
司
翠
雪
‐筑
波
庵
二
世
を
継
承
。 

 

筑
波
庵
は
二
十
五
世
（昭
和
十
八
年
）ま
で
継
承
。 

 

翠
兄
の
編
著 

◎
『筑
波
紀
行
』天
明
元
年 

蓼
太
、
翠
兄
編 

天
明
元
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
三
日
ま
で
、
江
戸

の
蓼
太
、
魚
文
を
迎
え
た
折
の
記
念
集
。
二
人
は
翠
兄
宅
に

宿
泊
後
、
太
如
亭
に
行
き
、
銀
雨
亭(

太
如
の
別
邸
か)

で
探

題
句
会
を
催
す
。
五
月
一
日
、
龍
ヶ
崎
の
太
如
と
と
も
に
蓼

太
、
魚
文
を
案
内
し
筑
波
山
に
向
か
う
。
途
中
源
三
位
頼

政
墓
、
奈
戸
岡
三
本
松
、
女
化
原
を
通
過
し
て
土
浦
の
城
下

に
宿
泊
す
る
。
五
月
二
日
、
師
付
の
田
井
（
か
す
み
が
う
ら

市
志
筑
）を
通
過
し
て
筑
波
山
下
の
稲
見
伝
兵
衛
宅
に
宿
る
。

五
月
三
日
、
先
達
の
男
を
雇
っ
て
筑
波
山
に
登
り
、
下
山
後

稲
見
亭
か
ら
龍
ヶ
崎
の
銀
雨
亭
に
戻
り
、
蓼
太
、
翠
兄
、
魚

文
、
太
如
四
吟
歌
仙
を
完
成
さ
せ
る
。 

 

◎
『桃
一
見
』天
明
五
年 

翠
兄
編 

天
明
五
年
三
月
、
蓼
太
、
雪
万
を
迎
え
、
道
仙
田
か
ら
小

貝
川
に
舟
を
浮
か
べ
、
砂
波
（す
な
つ
ば
）
に
上
が
って
桃
の
花

見
を
し
た
時
の
記
念
集
。
（『関
東
俳
諧
叢
書
』第
二
十
七
巻

所
収
） 

◎
『三
節
』寛
政
十
二
年 

翠
兄
編 

龍
ヶ
崎
三
十
一
名
、
長
沼
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）
三
名
、
河

原
代
（龍
ヶ
崎
）三
名
、
取
手
一
陽
窟
連
七
名
、
布
川
連
四
名
、

神
（
こ
う
）
崎
（
香
取
郡
神
崎
町
）
連
七
名
、
筑
波
根
連
小
田

七
名
な
ど
、
計
一
七
一
名
の
三
節
（
歳
旦
・
春
興
・
歳
暮
）
吟

を
半
紙
本
四
十
一
丁
に
収
め
る
。
布
川
の
不
浅
は
宗
旦
恵

（『利
根
川
図
志
』の
著
者
赤
松
宗
旦
の
父
）
。 

 

◎
『筑
波
庵
翠
兄
歳
旦
帳
』寛
政
十
三
年 

翠
兄
編 

巻
頭
は
「
注
連
縄
や
む
す
べ
る
文
字
も
仮
名
の
國 

う
ぐ

ひ
す
や
啼
ハ
鳴
た
が
其
后
は 

久
か
た
の
何
姫
な
ら
ん
き
ぬ
配 

珥
比
磨
利
隠
士
筑
波
庵
主
玄
峯
翠
兄
」の
三
節
、
巻
末
は
雪

中
庵
完
来
の
句
で
締
め
括
る
。
常
陸
連
、
下
総
連
等
百
三
十

三
名
の
三
節
（歳
旦
・
春
興
・歳
暮
）
吟
、
巻
末
の
「
混
雑
」
（五

十
名
）に
は
近
江
の
芳
志
、
水
戸
の
青
郊
、
下
総
の
其
日
庵
野

逸
、
浪
花
八
十
二
翁
大
江
丸
と
い
っ
た
宗
匠
格
の
著
名
人
の

作
品
が
み
ら
れ
る
。
合
計
百
八
十
七
名
の
作
品
を
収
録
。
巻

末
に
「
天
地
開
闢
筑
波
山
下
俳
諧
連
歌
蕉
風
道
場
」
の
印
が

あ
る
。
こ
れ
は
一
寸
八
分
角
の
南
蛮
鉄
製
で
、
筑
波
庵
二
十

五
世
根
本
天
外
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
。 

 

◎
『筑
波
庵
評
月
次
三
題
句
合
』
享
和
元
年
一
～
十
月
、
春

季
月
次
一
点 

翠
兄
編
。
催
主
桂
文
。
毎
月
三
題
を
出
題
し
、
寄
せ
ら
れ

た
句
に
点
を
掛
け
、
そ
の
高
点
書
抜
き
の
丁
摺
半
紙
各
二
丁

を
発
行
す
る
。
各
作
者
の
三
句
の
合
計
点
の
順
に
天
地
人
各

一
組
を
巻
頭
に
、
以
下
は
「
五
点
之
部
」
「
丸
五
点
之
部
」
、

最
後
に
「
巻
中
秀
逸
異
玖
」
と
筑
波
庵
（
翠
兄
）
の
当
季
吟
で

締
め
く
く
る
。
正
月
百
一
輩
、
二
月
八
十
六
輩
、
三
月
百
十

一
輩
、
四
月
八
十
三
輩
、
五
月
八
十
六
輩
、
六
月
九
十
二
輩
、

七
月
五
十
六
輩
、
八
月
八
十
二
輩
、
九
月
八
十
六
輩
、
十
月

九
十
六
輩
、
春
季
八
十
二
輩
。
（長
南
俊
雄
蔵
） 

 

◎
『む
ら
さ
き
く
さ
』享
和
二
年 

翠
兄
編 

翠
兄
の
三
節
（
歳
旦
・春
興
・歳
暮
）
吟
を
筆
頭
に
常
陸
社

中
（
布
川
の
月
船
ら
）
、
下
総
社
中
の
ほ
か
、
近
江
の
芳
志
改

芳
之
、
仙
台
の
雄
淵
、
浪
花
八
十
三
翁
大
江
丸
、
其
日
庵
野

逸
、
白
兎
園
宗
瑞
と
い
っ
た
著
名
な
宗
匠
格
の
作
品
を
収
録

し
、
雪
中
庵
完
来
の
句
で
締
め
く
く
る
。
巻
末
に
「
天
地
開

闢
筑
波
山
下
俳
諧
連
歌
蕉
風
道
場
」印
。 

 

◎
『筑
波
庵
評
春
乱
題
』文
化
三
年
正
月 

翠
兄
編
。 

催
主
桂
文
。
補
助
月
兎
、
蜂
子
、
文
義
、
竹
里
、
能
阿
。
天

-

東
鶴
三
十
六
点
、
地-

鬼
雀 

位
三
十
一
点
、
人-

木
鶏
三

十
一
点
。
惣
連
百
六
十
六
輩
句
員
千
六
百
六
十
章
。
巻
末

に
「天
地
開
闢
筑
波
山
下
俳
諧
連
歌
蕉
風
道
場
」印
。 

 ◎
『四
季
乱
題
』文
化
三
年
四
月 

翠
兄
編 

庵
裡
文
義
、
竹
里
、
能
阿
、
債
主
柳
葉
、
補
助
‐筑
波
根

連
、
天
‐眠
石
十
六
点
、
地
‐以
介
十
六
点
、
人
‐和
暢
十
五



点
、
惣
連
百
四
輩
。
（早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
） 

 

◎
「秋
三
題
句
合
」文
化
三
年
秋 

成
美
・道
彦
・翠
兄
評 

 

筑
波
庵
評
は
天-

蝶
舞
（
神
生
）
、
地-

公
木
（
水
海
道
）
、

人-

連
銭
（河
原
代
）、
随
斎
評
は
天-

壷
仙
（小
田
）、
地-

以

介
（
関
本
）、
人-
籟
保
（若
柴
）、
金
令
舎
評
は
天-

茂
陵
（二

ノ
）
、
地-

蝶
舞
、
人-
眠
石
で
あ
る
。
翠
兄
は
「
五
点
之
部
、

丸
五
点
之
部
、
異
玖
之
部
」、
成
美
は
「五
点
之
部
、
十
点
之

部
、
秀
逸
十
五
点
之
部
」、
道
彦
は
「五
点
之
部
、
七
印
之
部

（
二
段
階
の
み
）」と
評
し
方
が
異
な
る
。
催
主
は
祭
魚
、
連
銭
、

補
助
は
能
阿
。
出
句
者
の
大
半
が
常
陸
の
俳
人
で
あ
る
か
ら
、

翠
兄
が
成
美
と
道
彦
に
撰
者
協
力
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
（『其
日
庵
』所
収
） 

 

◎
『天
王
奉
納
額
面
』文
化
四
年
六
月 

翠
兄
撰 

 

竜
ケ
崎
、
北
浦
の
俳
人
を
中
心
に
俳
額
を
奉
納
す
る
際
に

集
め
た
句
を
評
点
し
た
摺
物
。
天-

壷
仙
二
十
五
点
、
地-

一

丸
二
十
五
点
、
人-

観
魚
二
十
四
点
。
催
主
は
能
阿
、
補
助

は
起
風
、
月
兎
、
蜂
子
。
「月
う
れ
し
一
日
蝉
に
な
か
れ
た
り 

筑
波
庵
翠
兄
」。 

 

◎
『筑
波
庵
評
四
季
乱
題
一
万
句
合
』文
化
四
年
八
月 

翠
兄
編 

惣
連
二
百
輩
か
ら
四
季
の
句
五
十
句
ず
つ
を
集
め
た
一

万
句
を
、
評
点
し
た
摺
物
。
江
戸
、
成
田
（素
迪
）
、
水
海
道
、

館
林
、
取
手
（
近
嶺
）
等
か
ら
投
句
が
あ
り
、
「
五
点
之
部
、

丸
五
点
之
部
、
異
玖
之
部
」に
分
け
て
収
録
。
天
‐素
迪
百
二

十
四
点
、
地
‐月
兎
百
二
十
三
点
、
人
‐白
河
百
十
四
点
。
催

主
柳
葉
。
（『其
日
庵
』所
収
） 

 

◎
『両
判
筆
之
綾
』文
化
四
年
八
月 

成
美
・翠
兄
評 

成
美
判
七
点
之
部
は
素
迪
、
寥
窓
（湖
中
）
ら
八
十
二
句
、

十
五
点
之
部
二
十
二
句
、
惣
連
二
八
二
〇
章
、
天
‐為
一
、

地
‐子
鴻
、
人
‐東
翠
、
催
主
‐玉
山
（大
中
）
、
牛
子
（大
中
）
‐

為
一
（常
陸
太
田
）。
翠
兄
判
五
点
之
部
は
、
寥
窓
（湖
中
）、

能
阿
（龍
ヶ
崎
）
、
柳
葉
（龍
ヶ
崎
）
、
吐
嵐
（近
嶺
）ら
百
三
十

三
句
、
惣
連
二
八
二
〇
章
、
天
‐牛
子
、
地
‐連
銭
（河
原
代
）、

人
‐疇
事
（安
塚
）
、
催
主
‐玉
山
（
大
中
）
、
牛
子
（大
中
）
‐為

一
（
常
陸
太
田
）
。
常
陸
、
岩
城
、
下
野
の
俳
人
が
投
句
。

（
『
続
洞
海
舎
涼
谷
俳
諧
資
料
集
成
』中
根
誠 

所
収 

増
田

家
蔵
本
） 

 

◎
『異
玖
集
』文
化
七
年
頃 

能
阿
編 

筑
波
庵
の
庵
裡
と
し
て
五
年
以
上
雇
わ
れ
た
能
阿
の
編
。

下
巻
の
み
が
伝
わ
り
、
上
巻
は
未
発
見
。
翠
兄
か
ら
「異
玖
」

の
高
点
を
得
た
句
を
収
録
。
巻
末
は
「
と
も
す
れ
ば
箒
の
し

な
ふ
草
花 

玄
峯
（
翠
兄
）
、
荒
増
廼
今
日
裳
過
行
巨
燵
可

南 

翠
兄
（印
「筑
波
庵
」「玄
峯
」）」の
句
で
締
め
く
く
る
。 

 

※
翠
兄
の
編
著
調
査
に
お
い
て
は
、
立
教
大
学
名
誉
教
授
加

藤
定
彦
氏
に
資
料
貸
与
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。 

翠
兄
の
秀
句 

翠
兄
が
理
想
と
す
る
句
風
は
、
高
点
句
集
『異
玖
集
』（文

化
七
年
頃 

能
阿
編
）に
反
映
し
て
い
る
。
同
書
の
作
品
傾
向

を
加
藤
定
彦
氏
は
、
「
日
常
生
活
に
お
け
る
偶
感
や
季
節
の

移
ろ
い
と
と
も
に
自
然
景
に
美
的
情
趣
を
捉
え
よ
う
と
す

る
や
や
繊
巧
と
も
い
え
る
作
風
」
と
評
し
て
い
る
（
『
関
東
俳

壇
史
叢
稿
』）。
翠
兄
自
身
の
秀
句
に
も
自
然
詠
が
多
く
、
宗

匠
と
し
て
の
技
量
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
、
遺
さ
れ

た
秀
句
作
品
に
よ
って
観
取
で
き
る
。 

 

（
春
） 

花
咲
て
山
田
に
水
の
通
ひ
け
り 

 
 

『
新
類
題
発
句
集
』
寛
政
五
年 

蝶
夢
編 

 

は
る
の
草
軽
き
草
履
の
売
れ
に
け
り 

 
 

『
歳
旦
歳
暮
』
寛
政
十
二
年 

翠
兄
編 

 

古
雛
に
胡
粉
の
過
し
余
寒
か
な 

 
 

『
ひ
さ
ご
も
の
が
た
り
』
文
化
十
年 

太
筇
編 

（
夏
） 

さ
み
だ
れ
や
草
臥
て
地
を
飛
ぶ
蛍 

 
 

『
筑
波
紀
行
』
天
明
元
年 

蓼
太
、
翠
兄
編 

 

力
な
き
夢
や
見
る
ら
ん
顔
に
蝿 

 
 

『
発
句
類
題
』
文
化
四
年 

寥
松
編 

（
秋
） 

跡
じ
さ
り
じ
さ
り
す
ゝ
き
に
入
日
か
な 

 
 

『
新
題
林
発
句
集
』
享
和
元
年 
史
公
編 

 

宿
直
守
う
ら
枯
声
や
后
の
月 

 
 

『
む
さ
し
の
三
歌
仙
付
録
』
天
明
三
年 
甘
谷
ら
編 

（
冬
） 

冬
の
日
の
と
り
落
し
て
は
海
く
れ
ぬ 
 
 

『
俳
諧
何
袋
』
文
化
九
年 

一
峨
編 

 

引
て
行
馬
に
湯
気
立
み
ぞ
れ
哉 

 
 

『
新
類
題
発
句
集
』
寛
政
五
年 

蝶
夢
編 

 

【
主
要
参
考
文
献
】 

『俳
人
筑
波
庵
杉
野
翠
兄
』小
林
文
夫 

一
九
五
〇 

雑
草
社 

『杉
野
翠
兄
‐竜
ヶ
崎
の
俳
諧
師
‐』長
南
俊
雄 

一
九
七
九 

 

ふ
る
さ
と
文
庫 

『茨
城
の
文
学
碑
・名
碑
百
選
』掘
米
喜
八
郎 

一
九
八
九 

筑
波
書
林 

『一
茶
大
事
典
』矢
羽
勝
幸 

一
九
九
三 

大
修
館
書
店 

「常
総
の
俳
諧
と
杉
野
翠
兄
‐蓼
太
、
翠
兄
、
一
茶
と
の
交
遊
‐」鈴
木
久 

二
〇
一
二 

馴
柴
歴
史
講
座
平
成
２
４
年
度
第
二
回
レ
ジ
メ 

『関
東
俳
壇
史
叢
稿
』加
藤
定
彦 

二
〇
一
三 

若
草
書
房 

『筑
波
の
道
‐連
歌
俳
諧
史
探
訪
』二
村
博 

二
〇
一
六 

常
磐
書
院 

「秋
元
双
樹
宛
新
出
書
簡
集
」二
村
博 

二
〇
一
八 

 

『連
歌
俳
諧
研
究
』第
百
三
十
三
号 


